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【公表番号】特表2017-531740(P2017-531740A)
【公表日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-041
【出願番号】特願2017-517744(P2017-517744)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｍ  15/263    (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｍ   15/263    　　　　
   Ｄ０６Ｍ   23/08     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    9/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）繊維性基材と、２）多孔質ポリマー粒子と、を含む物品であって、
　前記多孔質ポリマー粒子の少なくとも５０％が前記繊維性基材に結合しており、
　前記繊維性基材が、前記多孔質ポリマー粒子の分解温度よりも低いガラス転移温度を有
する繊維を含み、
　前記多孔質ポリマー粒子は、
　１）第１の体積を有し、
　　ｉ）式（ＩＩ）の化合物
　ＨＯ（－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
　　　　　　　　（ＩＩ）
［式中、ｎは少なくとも１に等しい整数である。］、及び
　　ｉｉ）ノニオン性界面活性剤を含む、第１の相と、
　２）第２の体積を有し、前記第１の相中に分散されている第２の相であって、前記第１
の体積が前記第２の体積よりも大きい、前記第２の相と、を含む反応混合物の重合生成物
を含み、
　前記第２の相が、
　　ｉ）モノマー組成物の総重量に基づいて少なくとも１０重量パーセントの式（Ｉ）の
第１のモノマー
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ［－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ］ｐ－（ＣＯ）－Ｃ（Ｒ１

）＝ＣＨ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、ｐは少なくとも１に等しい整数であり、Ｒ１は水素又はアルキルである。］を含
有する前記モノマー組成物、及び
　　ｉｉ）少なくとも５００グラム／モルの重量平均分子量を有するポリ（プロピレング
リコール）を含み、
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　前記ポリ（プロピレングリコール）が、前記多孔質ポリマー粒子を提供するために前記
重合生成物から除去されるものである、物品。
【請求項２】
　前記繊維性基材がメルトブローン繊維を含む、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記繊維性基材が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブチレン、ポリエチレンテレ
フタレート、ポリブチレンテレフタレート、ナイロン６、ナイロン６６、ポリエステルエ
ラストマー、又はこれらの組み合わせから選択される繊維を含む、請求項１又は２に記載
の物品。
【請求項４】
　前記物品の総乾燥重量に基づいて、１５～５５重量％の多孔質ポリマー粒子を含有する
、請求項１～３のいずれか一項に記載の物品。
【請求項５】
　抗菌剤を含む活性剤又は湿気が、前記多孔質ポリマー粒子の孔の少なくとも一部の中に
吸着されている、請求項１～４のいずれか一項に記載の物品。
【請求項６】
　前記多孔質ポリマー粒子の少なくとも一部が、接着剤、バインダー、又はこれらの組み
合わせで繊維性基材に結合されている、請求項１～５のいずれか一項に記載の物品。
【請求項７】
　前記繊維性基材及び前記多孔質ポリマー粒子からなる、請求項１～４のいずれか一項に
記載の物品。
【請求項８】
　水に１時間浸漬したとき、前記物品の長さがいかなる方向にも伸長しない、請求項１～
７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項９】
　ａ）反応混合物の重合生成物を含む多孔質ポリマー粒子を提供する工程であって、前記
反応混合物が、
　１）第１の体積を有し、
　　ｉ）式（ＩＩ）の化合物
　ＨＯ（－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ２Ｏ）ｎ－Ｈ
　　　　　　　　　（ＩＩ）
［式中、ｎは少なくとも１に等しい整数である。］、及び
　　ｉｉ）ノニオン性界面活性剤を含む、第１の相と、
　２）第２の体積を有し、前記第１の相中に分散される第２の相であって、前記第１の体
積が前記第２の体積よりも大きい、前記第２の相と、を含む前記反応混合物であり、
　前記第２の相が
　　ｉ）モノマー組成物の総重量に基づいて少なくとも１０重量パーセントの式（Ｉ）の
第１のモノマー
　ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ［－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ］ｐ－（ＣＯ）－Ｃ（Ｒ１

）＝ＣＨ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
［式中、ｐは少なくとも１に等しい整数であり、Ｒ１は水素又はアルキルである。］、及
び
　　ｉｉ）少なくとも５００グラム／モルの重量平均分子量を有するポリ（プロピレング
リコール）を含んでおり、前記多孔質ポリマー粒子を提供するために、前記ポリ（プロピ
レングリコール）が前記重合生成物から除去される、工程と、
　ｂ）繊維を含む繊維性基材であって、前記多孔質ポリマー粒子の分解温度よりも低いガ
ラス転移温度を有する繊維を含む繊維性基材を提供する工程と、
　ｃ）前記多孔質ポリマー粒子を前記繊維性基材に結合する工程であって、前記多孔質ポ
リマー粒子の少なくとも５０％が前記繊維性基材に結合される、工程と、を含む、物品の
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製造方法。
【請求項１０】
　前記結合する工程が、
　ｉ）前記繊維性基材を前記繊維のガラス転移温度を上回る温度に加熱する工程と、
　ｉｉ）前記多孔質ポリマー粒子を前記加熱された繊維性基材に接触させる工程と、
　ｉｉｉ）前記多孔質ポリマー粒子及び前記繊維性基材を冷却して、多孔質ポリマー粒子
を前記繊維性基材に融着する工程と、を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記多孔質ポリマー粒子を前記繊維性基材に結合する工程が、前記繊維性基材を提供す
る工程と同時に実施される、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記多孔質ポリマー粒子を前記繊維性基材に結合する工程及び前記繊維性基材を提供す
る工程が、
　ｉ）ポリマー材料を含むメルトブローン繊維を押出しする工程と、
　ｉｉ）多孔質ポリマー粒子を前記メルトブローン繊維内に計量投入する工程と、
　ｉｉｉ）前記メルトブローン繊維及び前記多孔質ポリマー粒子を、前記繊維性基材に結
合した多孔質ポリマー粒子を含む不織繊維性基材として捕集する工程と、を含む、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記多孔質ポリマー粒子の少なくとも２５％が前記繊維性基材に融着される、請求項９
～１２のいずれか一項に記載の方法。
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